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1. はじめに  

近年，都市農業地域では，短時間に集中して降る強い雨による農地から隣接する宅地へ

の流出防止や，農地内での雨水の浸透・保水機能の改善が課題となっている。横浜市では，

農業専用地区制度，横浜みどり税と横浜みどりアップ計画，また横浜都市農業推進プラン

の制定によって，都市農業を基軸とした地域の振興を進めており，更にはグリーンインフ

ラとしての農地の利活用を，気候変動の適応策として提唱している。本報では横浜市の畑

地を対象に，降雨時の流出防止対策に関する調査と，その効果について紹介する。  
2. 調査地の概要と調査方法  

対象地は横浜市都筑区折本農業専用地区の畑地（黒ボク土，壌土～砂壌土）である。本

調査は，(1)農地の傾斜改善，および(2)心土破砕，の 2 つのアプローチについて検討した。

(1)では，傾斜率が 15～20 %であった圃場で 2019 年 12 月～2020 年 3 月に圃場整備工事を

行い，1～2 %の傾斜率となるよう改善を行った。施工前の 2019 年 8 月～12 月と，施工後

の 2020 年 9 月～12 月において，土壌の浸潤特性（吸水度）と降雨後の表面湛水発生の有

無を測定し，また傾斜の下部に集水桝を設け，流出の有無を観測した。なお同圃場は 2019
年度までは作付けを行っておらず，2020 年度はコマツナを栽培したため，ロータリー耕起

を行っている。さらに隣接する道路との境界に浸透水路を設け，区画外からの雨水の侵入

を遮断している。(2)は，数年にわたって作付けを行っていない比較的平坦な 250 m2 の圃場

を 2 分し，一方で心土破砕を行い，他方を対照区として，流出の有無と，不攪乱土を用い

た透水性と保水性を測定し，さらに土壌水分センサーを用いて水分動態を観測した。  
3. 結果および考察  
3-1 傾斜改善の効果検証  

傾斜改善前の 2019 年は，観測期間である 8～12 月に降雨による表面流出が 7 回生じた

のに対し，傾斜改善後の 2020 年は，同じ期間中に地表面の湛水や表面流出が全く生じなか

った。2019 年は台風 15 号（9 月）や 19 号（10 月）による豪雨があるなど，2020 年の降雨

量が 2019 年よりも少なかったことだけでなく，ロータリー耕起によって，土壌の浸潤特性

が著しく向上したためと考えられる。なおこの試験区では，ヒメイワダレソウ等による法

面の保護等，植生や景観に配慮した農地整備にも取り組んでいる。  
3-2 心土破砕の効果検証  
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深さ 5 cm と 50 cm では，心土破砕によって飽和透水係数が有意に増加した（p<0.01）（  
Fig. 1）。飽和透水係数の大小

関係は，粗間隙率（-63 cm の

マトリックポテンシャルに

おける空気間隙の体積割合）

の大小関係と対応していた

（Fig. 1）。易有効水分量（  
-63 cm と-1000 cm のマトリッ

クポテンシャルに相当する

体積含水率の差）は，両区の

間でどの深さも有意な差は

認められなかった（p>0.05）
（Fig. 1）。  

深さ 5 cm では無降雨が続

いた期間に，心土破砕区と対

照区ともに，9 月下旬と 10 月

下旬では-100 kPa 近傍まで，また 11 月中

～下旬には-100 kPa を下回るまで土壌が

乾燥した（Fig. 2）。対照区における深さ

20 cm のマトリックポテンシャルは，深

さ 5 cm と同様に推移して，とくに 11 月

中～下旬には作物の正常な生育に支障を

きたす値（ -100 kPa）を下回ったのに対

し，心土破砕区における深さ 20 cm のマ

トリックポテンシャルの低下は非常に穏

やかだった（Fig. 2）。このことから，心

土破砕によって土壌の保水性が改善され

たことが示唆される。深さ 50 cm と 80 cm
のマトリックポテンシャルは類似した推

移を示した。  
2020 年 9 月 7 日から 8 日にかけて 33.6 

mm の降雨があり，10 分間降雨強度の最

大値は 7.8 mm/10 分であった。その際，

対照区では流出があった一方で，心土破

砕区では流出が生じなかった。これは，心土破砕による透水性（排水性）の向上と，Fig. 2
で示された心土破砕区の優れた保水性が反映されたものと考えられる。さらに，前節と同

様に，心土破砕施工による土壌表面の浸潤特性の増加も寄与したものと考えられる。  
4. おわりに  

気候変動に対する具体的な対策の提示は，SDG’s においても重要な検討項目となってお

り，農地の環境保全機能について，再考・再評価する価値があるものと考えられる。  
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Fig. 1 透水性（左），粗間隙率（中央），保水性（右）の比較  
Comparison of saturated hydraulic conductivity (left), macro pore 
(middle), and available water content (right).  
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Fig. 2 水分動態  
Soil water movement.  
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